
第 4１回番組審議会 審議議事録 

 

１．開催日 令和 5 年 9 月 25 日（月）18 時～19 時 

２．開催場所 タスパークホテル 絣（山形県長井市館町北 6-27） 

３．委員出席 委員総数 ：7 名 

   欠席委員 ：0 名 

出席委員 ：番組審議委員会会長   勝見英一朗 

番組審議委員会副会長  齋藤 喜内 

番組審議委員   寺嶋 宏武 

番組審議委員   清水 幸広 

番組審議委員   新野 弘明 

番組審議委員   横山 照康 

番組審議委員   村田 裕子 

放送事業者側出席   黒澤 栄（代表取締役） 

     山口 良子（パーソナリティ） 

 

４．議題 

（１）代表者挨拶 

（２）御審議 

（３）その他 

 

５．議事の概要 

（１）経過報告 

（２）ご審議 

タイトル：「山形地方気象台 おらんだの空模様」 

 提  供： 自主制作番組 

 出  演： 山形地方気象台 次長 出口眞一さん、パーソナリティ 難波美恵 

 放 送 日：毎月第一月曜 Zoom 中継 

  

（３）意見交換 

（４）次回の放送番組審議会日程についての確認 

 

 

  



（２）御審議 

＜審議における委員の主たる意見、質疑＞ 

 

（委員 A） 

・ラジオを前にじっとしながら聴くということはなく、何かの作業をしながら聴いてしまうため、

何度聞いても頭に入らない。それに加えて、気象についての専門的な内容なので、「なるほど！」

という相槌がわからない。 

・「警戒アラートが発令されたら、〇〇してください。」という表現だと、防災対策に役に立つ内

容になると思う。 

 

（委員 B） 

・正直、このような番組をしていたことは知らなかった。気象の知識が学べていい番組だと思う

ので、今後も季節の話題や空模様の話題を中心に話してもらいたい。予報的なことや、豆知識な

ど興味深いことをもっと入れてくれるといい。 

・防災に役立つコンテンツとしては、ゲリラ豪雨、大雪などに付随した防災情報の発信などを取

り入れてほしい。 

・朝の番組にならないのだろうか。朝に気象情報を知ることができたらいいので再放送があった

らいい。 

 

（委員 C） 

・専門家が話しているないようなので、大変聴きやすく、新しい情報を知ることができてよか

った。 

・そんなにパーソナリティの合いの手はいらない。 

 

（委員 D） 

・インタビュー形式なので、聞きやすかったが、話の中身は少し長いような気がする。 

・台風などの数字を連ねて説明する内容は、メモを取らないと理解できない。 

・メディアミックスでウェブにも豆知識を載せてもらえるといい。 

 

（委員 E） 

・専門家なので、ポイントをとらえて教えてくださっていて、大変わかりやすい。 

・山形県の人が、台風にどれだけ興味があるのかと思うが、他のコンテンツも聴いてみたい。 

・他のラジオ局と差別化を図り、置賜ならではの内容を準備してもらいたい。 

 

（委員 F） 

・生活する上では気象状況を知ることは大切なところ。台風の内容についても専門的なものでい



いと思う。 

・内容はとてもよかったのにも関わらず、13:30～の放送は、リスナーにとっていい時間なのか。 

・気象災害に対して知識を高め、防災に対して備えることができたらいい。 

 

（委員Ｇ） 

・内容は普通。台風の話もだいたい知っていること。台風以外のテーマについても聴いてみる

といい。 

・原稿が準備されたやり取りだということがわかる。パーソナリティが質問を準備してもいい

と思う。 

・必要な情報を発信している番組なので、もう一工夫してほしい。 

 

（３）意見交換 

 

・特になし 

 

７．審議会の答申又は意見に対してとった措置の内容及び年月日 

  ・特になし 

 

８．審議会の意見の概要の公表 

公表方法：自社ホームページへの掲載 

公表内容：本議事録 

公表年月日：令和 5 年 10 月 27 日（金） 

 

９．その他の事項 

次回の放送番組審議会日程について 

・第 42 回放送番組審議会 令和 5 年 12 月 18 日（月）開催予定 

 会場 未定 18:00～ 


